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10月24日、大仙市教育委員会の□□□□教育長を始め8名の方々
が本校を訪問くださいました。４学級の授業参観後（1年 数学、2
年 理科、3年 音楽、C組 生活単元）、全体会でご指導をいただきま
した。授業についての成果としては、生徒の興味を引く課題提示の
工夫や、互いに認め合い主体的に学ぶ姿勢、既習事項や自己評価を
生かした授業展開、ICTを活用した学習方法等を挙げていただきま
した。また、生徒が進んで発言でき
るようにするためにも、比較検討す
る時間を設けるなど、待つことも大
切であるとのご指摘もいただきまし
た。□□教育長からは、「子どもたち
の落ち着いた様子や柔らかな表情、
素直な言動から順調に育っているこ
とが感じられる。今後も小規模校の

よさを生かした学校運営をしてほしい。」とのお言葉もいただきました。

25日、美郷中学校付近の周回コースで行われた美

郷新人駅伝で、男子が1２位（昨年度14位、女子は

不参加）と健闘しました。各自所属している部活動

等と並行しながらの駅伝練習でしたが、現在の精一

杯の力を発揮してくれました。走ることはスポーツ

の基本です。今回の経験を、今後の部活動や来年度

の田沢湖駅伝につなげてほしいと思います。ご声援

ありがとうございました。

☆駅伝競走部員☆

□□□□、□□ □、 □□□□、□□□□

□□□□、□□□□□、□□□□、□□□□

前期学校評価へのご協力ありがとうございました。
ご多用中にもかかわらず、ご協力ありがとうございました。20項目中19項目において、「たいへ

んよい」「よい」との肯定的な回答が8割を超えるなど、学校の取組に対して概ねご理解いただいて
いると感じております。しかし、これはあくまでも平均値であり、8割に達しなかった1項目（79
％）を含め、「もう少し」「不十分」との回答を寄せてくださった方々の思いも重く受け止めながら、
生徒一人一人に寄り添う学校運営を心がけてまいります。自由記述への回答など、詳細については
別紙「学校評価に関するアンケート結果」をご覧ください。

生徒の活躍 第56回中学生の「税についての作文」コンクール 大仙市長特別賞 □□□□

救急救命･AED講座
26日に２年生が大仙消防

署の５人の方々を講師に迎
えて、心肺蘇生やAEDの使
用法について学びました。
心臓や呼吸が停止してから、
４分間何もしない場合と、
救命措置を施した場合では
生存率に２倍の違いが出る
とのことでした。大仙市で

は、要請があってから救急車が到着するまでの
平均時間が約１０分とのことでしたので、その
間の救命措置がいかに大切かを実感しました。

西中祭への思いを言葉に…
・部門での頑張る日々を思い出す

役を演じる晴れ姿 □□□□
・学校でカメラ片手に場所めぐり

笑顔の写真 心ほっこり □□□□□
・前日祭 盛り上がる舞台大興奮

みんなで叫ぶ ウルトラ総務 □□□□
・大成功 心一つに西中祭

笑顔いっぱい感謝いっぱい □□□□
・３年間頼み続けた時間増

最後の最後１０分増 □□□□
・西中祭部門の努力発揮した

これが僕たち「輝積」の本気 □□□□


